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おいてチェロ教則本を書いているフランソワ・キュピ（François Cupis [de Renoussard], 1732-1808）
とジャン＝バティスト・ブレヴァール（Jean-Baptiste [Sébastien] Bréval, 1753-1823）の2人、加えて
ベートーヴェンが青年期を共に過ごしたと言われているドイツ人チェロ奏者のベルンハルト・ロンベル






























    
 
学位審査演奏会は、デュポールの協奏曲第6番とベートーヴェンのソナタ第3番が演奏された。協奏曲で
はデュポールの目指すヴィルトウオーゾ的なパッセージに果敢に挑み、ベートーヴェンではフォルテピ
アノとのアンサンブルの親密さを求めるなど、大きな意気込みを感じさせる演奏ではあった。ただ本論文
での研究成果の一つである運指やボウイングの試みは見られたが、例えばソナタの第2楽章において、タ
イで結ばれた2つの四分音符に意図的に違う指を使う運指などは演奏効果を上げていたとは言い難く、ま
たポルタメントの使用が真に音楽的な表情と結びついていたかどうかの疑問が残る部分も見受けられた。
また何より基礎的な技術力の不足による楽器演奏の不安定さは、全審杏委員から指摘された。論文の内容
が充実しているだけに惜しまれる演奏となったが、今後チェロ奏者として演奏技術のさらなる向上を目
指し、論文での研究が演奏を通しても大きな説得力を生むようになるまでの研鑽を望みたい。 
しかしながら総合的には、様々なチェロ奏法への指針を示し、新たな演奏表現の可能性を感じさせる有
意義な研究がなされており、高い評価に値する。よって、成績を優、合格とした。 
 
 
